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消費期限切れもったいない！！
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背景①：フードロス問題

捨てられる食品は年間612万トン!!
→消費期限間近の食品の購入を促進

2



背景②：消費期限間近の商品の認知と配送

人の手では限界がある

→ドローンの活用

■ 配送に関する問題
即時配送に対応しづらい
ドライバーの高齢化
事故やトラブル

知っていますか？物流の2024年問題 | 全日本トラック協会 | Japan Trucking Association (jta.or.jp)
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解決策 : WEB上に掲載し配送

https://jta.or.jp/logistics2024-lp/


RFID ×     ドローン

➢ 商品名
➢ 消費期限
➢ 値段

売れた商品を
ピックアップし配送

搭載する商品情報 利用目的
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RFIDを商品と箱に搭載し

入れ間違いを防止

捨てられる食品を配達

→フードロス減らす



ドローンの配送事故対策

精度の高い配送

解決策

電波が
途切れた場合

接続安定性確保のため事前のカバレッジマッピングが必要

■スペクトラムモニタモジュール
メーカー : Anritsu
型番 : MS27100A
周波数 : 9kHz ～ 6GHz 
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企業(スーパーコンビニなど)

RFIDによる商品の確認

未来のビジネスモデル

消費者
ドローンを

利用した配送業者
商品

元値＞送料＋値下げ後価格
購買条件

企業のWEB上に商品情報を掲載

手数料と商品
料金
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フードロスを削減しよう
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アドバイス

•目立たせたいところは2段階くらい大きくする

•この技術が実現した場合の未来

•定量的に

• 5分間で伝わる内容

→優先度の高いものを説明
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Dチームカンパニー
(スーパーコンビニなど)

消費者

ドローンを
利用した配送業者

食品（消費期限間近）$

$

配送手段
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